
 
 太平洋戦争よりおよそ80年、私たちは「戦争があった」という事実を聞き伝えられて今を⽣きています。しかしな
がら平和の中で過ごす私たちはともすればその事実を他⼈事のように捉えてはいないでしょうか。またこの先私たち
の次の世代に戦争の悲惨さを伝えていくために私たちにできることは何でしょうか。
 戦争展実⾏委員会では今回、伝戦落語（戦争を次の世代に伝えていくための落語）を演じられている桂花團治さ
ん、「新聞うずみ⽕」代表で空襲体験者の記録を伝える活動に⼒を注がれる⽮野宏さんをお迎えして、それぞれの⽴場
から戦争体験の伝承についてお話しいただきます。
 落語、講演、そしてお⼆⼈の対談を通し皆様とひととき考える時間を共にできたらと思います。
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〜戦後⼋⼗年 次の世代に「あの⽇の⼤阪」を伝えていくために〜
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